
災害時における利用可能な防災船着場の選定に関する研究 

-東京都防災船着場 59ヶ所を調査地として- 

A Story on Select the River Station of Disaster Prevention that Possible to Use when are Caused Disaster 

-About 59 Existing River Station of Disaster Prevention at Tokyo- 
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The Hansin-Awaji Earthquake that occurred on January 17,1995cause extensive structural damage such as the collapse of buildings 

and viaducts, severing most of the land transportation routes. Under these circumstances, water transportation was use as an effective 

means of emergency transportation for relief and support activities, resulting in the rediscovery of water transportation. But, the plan 

to use the river stations has many ambiguous parts at the time of disaster. So in this study, we get all the river station of disaster 

prevention at Tokyo and classify date. And select them to possible to use at the time. 

 

１．研究背景 

1995 年 1 月 17 日に発生した阪神淡路大震災では，

寸断された陸上交通の代替輸送として，水上輸送が災

害支援に大きな役割を果たし，災害時の輸送手段とし

ての可能性が注目された．これを受け東京都は，平成

11年 6月に防災船着場整備計画［１］を策定した． 

平成 23 年 3 月 11 日東日本大震災が発生し，我が国

には甚大な被害がもたらされた．地震や津波により，

被災地は壊滅的被害を受けた．首都圏においては地震

により公共交通機関が停止し，多くの帰宅困難者が発

生した．災害時の水上輸送を目的とした東京都防災船

着場計画だが，東日本大震災では活用されることはな

かった．この中で防災船着場は水上輸送基地，避難の

ための防災施設として位置づけられており，合計 76箇

所（既設 59箇所・計画 17箇所）が設置され，国，都，

区でそれぞれ管理されている．しかし設置はされてい

るが，震災時の具体的な運用計画は存在せず不明確な

部分が多いため，実際の利用は難しいのが現状である． 

２．研究目的 

現在，災害時の防災船着場を利用した水上輸送を可

能にするには多くの課題が残されている．そこで本研

究では船舶が接岸する防災船着場の桟橋の構造の把握

と、船着場周辺の危険度の判定，河川の水深，幅等の

把握を行う．そして災害時に利用可能な防災船着場や

航行可能水域を選定することで，災害時の水上輸送の

可能性の一示唆を得ることを目的とする． 

３．研究方法 

３．１調査水域・船着場の選定 

 対象船着場は東京都防災船着場計画により定められ

た防災船着場 76 ヶ所のうち，既設の 59 ヶ所を調査対

象とする．対象水域は既設 59ヶ所の船着場の関係水域

として東京湾・10 河川・6 運河とする(Fifure-1）.対

象船舶は東京都防災船着場計画と東京消防庁，東京都

港湾局，建設局が震災時に協定を締結している船舶の

中から，平常時から対象河川，運河を航行している旅

客船であり，船籍港は東京港とし．また航行区域は平

水と条件づけて選定する(Table-1）． 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２前提条件 

 東京都総務局の被害想定報告書より首都直下型地

震 M7.3と仮定する．なお河川に津波の影響はないも

のとする．また防災船着場の利用時期は本研究では

震災発生から対象水域内ゼロメートル地帯の浸水被

１：日大理工・学部・海建 ２：日大理工・教員・海建 ３：日大理工・院・海建 

Figure-1 Image of river station of disaster preventions plot plan and 
aria of possible to navigation 

河川・運河諸元
関連する
船舶要目

通航可能条件

可航幅（Ｗ） 全長（Ｌ） 全長（Ｌ）＞型幅（Ｂ）の条件下で
（可航幅：川幅、橋梁経間・水門可航幅） 型幅（Ｂ） 可航幅（Ｗ）＞1.5×全長（Ｌ）

水深（Ｄ） 満載喫水（ｄ） 水深（Ｄ）＞満載喫水（ｄ）＋余裕水深
（余裕水深：喫水の10%）

橋梁桁下高さ・水門門扉高さ（Ｈ） マスト高さ（ｈ）
橋梁桁下高さ・水門門扉高さ（Ｈ）

＞マスト高さ（ｈ）

Ｎ
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日本橋川

神田川

隅田川

荒川

旧江戸川

小名木川

江戸川

小型船　舶航行可能エリア

中規模船舶　航行可能エリア

屋形船　航行可能エリア

高危険度　防災船着場

低危険度　防災船着場

葛西海岸

旧中川

中川

呑川

目黒川

綾瀬川

新中川

新川

Table-1 Condition of possible to navigation the ship 
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害のおそれが無いと判断され，水門が平常時の操作に

戻っているとする． 

３．３文献調査 

文献から災害時の対象水域上の水門などの管理態勢

の把握と東京都の被害想定と地域危険度調査［2］［3］から

災害時の船着場周辺の地域危険度の検討を行う． 

３．４船着場図面収集 

対象船着場の各管理機関から配置図，平面図，断面

図を収集し桟橋長さ，幅，水面からの高さ，構造形式，

対象水域の水深，幅を把握し，震災時の航行可能な水

域，接岸可能な船着場の選定を行う． 

４．研究結果 

４．１文献調査 

 文献調査［１］により防災船着場は震災発生時から時

間の経過と共に求められる機能は，被災直後は避難経

路として，応急復旧後は物資輸送経路として，復旧後

は移動経路としてというように，変化している．また

各防災船着場によって想定されている機能も異なる．

そして機能の違いによって必要な整備内容も異なり，

船着場の構造形式もこれに関係している（Table-2）. 

４．２航行可能水域の検討 

 地震発生時に対象水域内の水門は震度 5 弱以上で閉

鎖されるが，ゼロメートル地帯の浸水被害の恐れが無

くなった場合、平常時の操作に戻る． 

船舶の船型や潮汐の条件でも変わるが，川幅，水深

から航行可能水域を船舶別に分類した．神田川，旧綾

瀬川，江東内部河川，小名木川一区間以外は小型船舶

のみ（PB）航行可能．大横川，旧中川，新中川は中型

船舶まで航行可能．荒川，江戸川，葛西海岸，旧江戸

川は大型船舶（屋形船）が航行可能である（Figure-1）. 

東京都の町丁目ごとに出されている火災，倒壊によ

る地域危険度の総合危険度により，船着場周辺の危険

性を把握した．荒川，隅田川周辺の地域は住宅が密集

しているため総合危険度が比較的高くなっている．川

幅が広く大型の屋形船でも航行可能で水上輸送の活躍

が期待できる地域だが危険度は高い（Table-3）. 

４．３船着場図面調査 

全ての管理機関の 15区，4河川事務所，東京都建設

局，東京都港湾局，3 民間団体から図面の収集を行っ

たが一部管理機関からは防災船着場の開示に際して，

テロ対策などの理由により図面を得られなかった．よ

って既存 59 ヶ所から今回図面を得られた船着場 43 ヶ

所をさらに抽出し選定を行った．この図面調査により

船舶別に接岸可能か判断することが可能となった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 本研究では対象船舶の分類ごとの対象水域の航行可

能水域の検討を行い，対象船着場周辺の地域総合危険

度の把握を行ったことで，航行可能且つ危険性の低い

船着場の選定を行った．これは災害時の水上からの船

着場利用を円滑に誘導するために必要と考える． 
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Table-3 subject of this study river station of disaster preventions 

Table-2  function of river station of disaster preventions 

略号 主目的 整備内容

避難場所に
隣接等

避 緊急避難 階段、桟橋（岸壁）

医療機関に
隣接

病 傷病者輸送
階段（傷病者輸送可能）、スロープ
桟橋（岸壁）、病院へのアクセス

緊急経路と
の結節点

道 物資輸送
スロープ、大型岸壁（桟橋）、道路
へのアクセス

輸送拠点に
隣接

輸
物資輸送

（救援人員輸送）
スロープ、大型岸壁（桟橋）、道路
へのアクセス

駅との結節
点

駅
通勤通学

帰宅困難者輸送
階段、桟橋（岸壁）、駅へのアクセ
ス

緊急道路と
の結節点

道 地域内移動
階段、桟橋（岸壁）、道路へのアク
セス

（１）避難経路
としての機能
（被災直後）

（２）物資輸送経路
としての機能
（応急復旧期）

（３）移動経路
としての機能
（復興期）

機能

避 道輸駅病
江戸川区平井 江戸川区 ● ● 浮桟橋 1 18.3 2 300 4
江戸川区小松川 国土交通省 ● ● 岸壁 2.1 30 3.5 81 1
葛飾区 堀切 国土交通省・葛飾区● ● 浮桟橋 1 30 3.5 212.5 4
北区 岩淵 国土交通省・北区 ● ● 浮桟橋 1 38 3.5 234 4
江東区 新砂 国 ● ● 岸壁 2.1 106 4 622 1
江戸川区上篠崎 国土交通省 ● ● 岸壁 0.9 65 3.5 200 3
江戸川区ポニーランド 　　　　　　 ●●● 階段状岸壁 2.4 19.4 2.5 201 2
江戸川区篠崎公園 江戸川区 ● ● 階段状岸壁 2.1 19.4 1 190 2
江戸川区小岩菖蒲園 江戸川区 ● ●● 階段状岸壁 2.4 19.4 1 128 1
葛飾区 柴又 国土交通省 ● ● 岸壁 0.9 15 2.6 142 2

大横川 江東区 黒船橋 江東区 ●●●● 浮桟橋 20.3 2.2 25 3
江東区 扇橋閘門 都建設局 ● 浮桟橋 0.5 12 2.1 42.8 3
江東区 高橋 江東区 ●●●● 浮桟橋 20 2 37.5 4
江戸川区葛西臨海公園 都建設局 ●●● 浮桟橋 1 54 2.5 × 1
江戸川区葛西海浜公園 都建設局 ●●● 浮桟橋 1 34 3 × 1

神田川 文京区 市兵衛河岸 文京区 ●● ● 浮桟橋 0.4 6.1 2.6 12.9 1
江戸川区なぎさ公園 江戸川区 ● ● 浮桟橋 1 30 2.5 189.7 1
江戸川区スポーツランド 江戸川区 ● ● 浮桟橋 1 30 2.5 79.6 1
江戸川区今井交通公園 都建設局 ● ● 浮桟橋 1 30 2.5 119.2 2
江戸川区東篠崎 都建設局 ● ● 浮桟橋 1.6 30 2.5 127.7 1

旧中川 江東区 番所橋 江東区 ● ● 浮桟橋 20 3.2 81 2
板橋区 小豆沢 板橋区 ●●● 浮桟橋 1 30 2.5 74.8 2
北区 北赤羽 北区 ●● ● 浮桟橋 1 30 2.5 49.2 2
江戸川区新今井橋 都建設局 ●● 岸壁 1 30 2.5 119.2 2
江戸川区一之江橋 江戸川区 ●● 岸壁 40 77.2 1
足立区 千住 都建設局 ● ●● 浮桟橋 1 30 2.5 128 2
荒川区 東尾久 荒川区 ● ● 浮桟橋 30 3.3 125 1
荒川区 白鬚西 荒川区 ● ● 浮桟橋 1 24 2.5 1
荒川区 荒川遊園 都建設局 ● 浮桟橋 1 30 2.5 91.2 4
北区 神谷 北区 ● ● 浮桟橋 1 24 2.5 81.2 3
江東区 越中島 都建設局 ● 浮桟橋 1 30 2.5 180 4
墨田区 吾妻橋 墨田区 ● ● 浮桟橋 1 15 2.5 133.1 3
墨田区 両国 都建設局 ● ●● 浮桟橋 1 30 2.5 130 1
台東区 桜橋 都建設局 ● ● 浮桟橋 1 30 2.5 3
台東区 浅草 東京都観光汽船㈱ ●●●● 浮桟橋 30 4.8 125.2 2
中央区 新川 都建設局 ● 浮桟橋 1 24 2.5 150 2
中央区 明石町 都建設局 ● ● 浮桟橋 1 40 2.5 143.2 1
中央区 箱崎町 都建設局 ●● ● 浮桟橋 1 40 2.5 133.7 1
中央区 浜町 都建設局 ● ●● 浮桟橋 1 30 2.5 140.4 2

多摩川 大田区 多摩川二丁目 国土交通省 ●●● 岸壁 2.1 11 3 114.8 2
葛飾区 東立石 江戸川区 ● 階段状岸壁 2 80 142.8 4

中央区 常盤橋 中央区 ●● ● 固定桟橋 2.2 15 0.8 36.3 1
千代田区新三崎橋 千代田区 ●● ● 浮桟橋 0.5 9.6 2.5 22.1 1

河川水深 河川幅 危険度

荒川

関係水域 所在区
防災船着場

名称
管理者

機能
船着場形式

葛西海岸

江戸川

小名木川

桟橋高さ 桟橋長さ

新河岸川

日本橋川

新中川

隅田川

旧江戸川
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